
湿地や湧水の縁等に生える多年草。茎は基部ではって根を下ろし、しばしば枝を分け、上部は直立して高
さ30-130cmとなる。葉は対生し、下部の葉は小さく、花時にはしばしば枯れる。花期は9-11月。頭花は長
い枝の先に数個ずつ散房状につく。

最近はみられることが少なくなっている。2020年版での
新規掲載種。

生育地である耕作地周辺などの維持が重要である。
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■ 特記事項

■ 保護上の留意点

写真提供：松岡成久

■ 種の概要

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

神戸市、宝塚市、川西市、三木市、小野市、加西市、多可町、
姫路市、市川町、赤穂市、朝来市、丹波市、洲本市、南あわ
じ市

■ 国内分布

本州（関東以西）、四国、九州、琉球諸島

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 特殊な分布

キク科

兵庫県ランク…ヌマダイコン
環境省ランク… －Adenostemma  lavenia  (L.) Kuntze


